
大竹市立大竹中学校区

令和５年度 大竹市立大竹中学校区 実践報告

広島県 探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業指定校



大竹小・中学校について



広島県の西部に位置し瀬戸内海に面した
人口２万６千人余りの臨海工業都市



昔は和紙の生産が盛んで，海・島・山も
あり自然にも恵まれた地域



研究報告

１．研究の概要

２．取組内容

３．授業の実際

４．成果と課題



１．研究の概要



令和５年度 研究主題

本質的な問いにせまる課題を主体的に解決しようとする児童生徒の育成

～リフレクションを活用した探究的な学びの実現を通して～

小中９年間の本質的な問い
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを誇りに思い
支える人になるためにはどうしたらよいか

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題

重点的に育成したい資質・能力 主体性 課題発見・解決能力



１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題

資質・能力系統表の改善と活用

リフレクションの効果的な活用

ファシリテート力の向上

ICTの効果的な活用

「本質的な問い」にせまる単元開発

ルーブリック評価の活用

授業研究理論研修



２．取組内容



探究的な学習とは

ルーブリック評価

リフレクション

2年目１年目

３年目

本質的な問いとは

PBL学習とは

単元構想シート

本物の探究とは

ファシリテーターの役割

ファシリテートと問い

授業におけるファシ
リテーション

理論研修１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題



理論研修

県立教育センター
サテライト研修

県立教育センター
学校サポート研修探究的な学習推進協議会



授業研究

授業を参観し
研修を深める



授業研究

研究協議と講話で
学びを深める



見直し

「本質的な問い」にせまる単元開発 計画の見直し



修正

カリマネシート 年間学習計画

「本質的な問い」にせまる単元開発 計画の見直し



「本質的な問い」にせまる単元開発 単元構想シートの活用



ファシリテート力の向上 ファシリテートに重点をおいた
授業研究と理論研修



ファシリテート力の向上

自分化宣言
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ファシリテート力の向上 あいづちの種類表



資質・能力系統表の改善と活用

大竹小中学校育てたい資質・能力系統表

９年間



リフレクションの効果的な活用

毎時間 節目ごと 単元全体

４年生

６年生 ３年生



リフレクションの効果的な活用

学習内容と振り返り
を一枚で

１年生 ７月
１年生 11月５年生

絵と記号から文章で



活動ごと 単元の終わり

リフレクションの効果的な活用



リフレクションの効果的な活用

次の時間に紹介するなど評価分析して活用

紹介する児童のシートに付箋で印
順番を決めて番号を記入



ルーブリック評価の活用

単元の目標
○大竹で食材を生産する人
と関わったり，その良さを
発信したりする活動を通し
て，大竹で作られている食
材と，それに携わる人たち
の思いや工夫を理解し，よ
り多くの人に大竹の良さを
知ってもらう方法について
考え，発信するとともに，
自分たちの地域への誇りや
愛着をもつことができるよ
うにする。

３年生 ぼくたちわたしたちの
大竹大発見

「資質・能力系統表」
「単元の目標」などを
参考に単元のルーブ
リックを作成



単元の目標
〇高齢者の方や高齢
者の方に関わる人々
の現状について調べ
る活動を通して，そ
の人たちの課題や願
い・思いがあること
を理解し，今の自分
たちにできることを
考えるとともに，共
に笑顔で生きていけ
るような地域につな
がることを実行でき
るようにする。

５年生 笑顔広がれ
大竹のまち

評価規準のAとBの違いを明確
化すること，見取りのためには，
行動面に着目することを大切に
する。

ルーブリック評価の活用



５年生 笑顔広がれ 大竹のまち

評価規準のAとBを見
取れるようなワーク
シートを作成

授業では本時のめあてを
伝える時にルーブリック
を児童と共有

授業のリフレクションで，
本時のルーブリックについ
て自己評価 ルーブリック評価の活用



ルーブリック評価の活用
３年生 総合的な学習の時間
『 伝われ！竹中の伝統！ 』～大竹中の伝統を伝えよう～



リフレクションで自己評価

３年生 総合的な学習の時間
『 伝われ！竹中の伝統！ 』～大竹中の伝統を伝えよう～

ルーブリックをもとに
本時のめあてを決定

ルーブリック評価の活用



PBLを参考にした単元開発 中学１年生 【大竹市活性化プロジェクト】

大竹っていいよね～！ ～もう“通り道”なんて言わせない！～

小６ 大竹市のふるさと納税商品案を大竹市に提案する

中１ 大竹市のために実現できることを考える

商品開発を進め，文化祭で販売する

ゲストティーチャーからのアドバイス

“自分たちが大竹市のためにできること”実現へ！



３．授業の実際



授業の実際１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題



 

小学２年生 

うごく うごく わたしの おもちゃ 

～竹小おもちゃランドへようこそ～ 

本質的な問い 
みんなで楽しく生活するためにはどうすればよいだろう。 

単元を貫く問い 
みんなで楽しめるあそびを作り出すにはどうすればよいのだろう。 

 

授業の実際



 

小学３年生 

ぼくたち，わたしたちの大竹大発見 
～大竹のおいしいものを調べよう～ 

本質的な問い 

大竹のよさは何だろう。 
単元を貫く問い 

大竹の食べ物のよさを伝えるためにはどうしたらよいだろう。 

 

 

授業の実際



 

小学４年生 

わたしたちの命を守ろう 

本質的な問い 
命はどうして大切なのだろう。 

単元を貫く問い 
災害から命を守るためにはどんな取組があるのだろう。 

～命を守る防災への第一歩～ 

 

授業の実際



 

小学５年生 

笑顔広がれ 大竹のまち 
～高齢者の方とつながろう～ 

本質的な問い 
大竹のまちの人々を笑顔にするとはどういうことだろう。 

単元を貫く問い 
大竹のまちの高齢者の方を笑顔にするためにできることは何だろう。 

 

授業の実際



 

小学６年生 

大竹の伝統と心を伝えよう 

～大竹和紙を未来へつなごうプロジェクト～ 
本質的な問い 

大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちに誇りがもてるにはどうしたらよいか。 

単元を貫く問い 
大竹和紙の伝統や魅力を伝えるためにできることは何だろう。 

 

授業の実際



 

中学１年生 

大竹っていいよね～！ 

本質的な問い 
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人になるためにはどうしたらよいだろう。 

単元を貫く問い 
大竹市を“通り道”と言わせないためにできることは何だろう。 

～もう“通り道”なんて言わせない！～ 

 

中学２年生 

「幸せあふれる大竹市」 

本質的な問い 
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人になるためにはどうしたらよいだろう。 

単元を貫く問い 
「幸せあふれる大竹市」幸せづくりのために自分に何ができるだろうか。 

まちづくり参画プロジェクト 

 

 

 

中学３年生 

伝われ！竹中の伝統！ 

本質的な問い 
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人になるためにはどうしたらよいだろう。 

単元を貫く問い 
大竹中の伝統に対する思いをよりよく伝えるために，私たちにできることは何だろう。 

～大竹中の伝統を伝えよう～ 

 

 

 

授業の実際



 

中学１年生 

大竹っていいよね～！ 

本質的な問い 
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人になるためにはどうしたらよいだろう。 

単元を貫く問い 
大竹市を“通り道”と言わせないためにできることは何だろう。 

～もう“通り道”なんて言わせない！～ 

 

中学２年生 

「幸せあふれる大竹市」 

本質的な問い 
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人になるためにはどうしたらよいだろう。 

単元を貫く問い 
「幸せあふれる大竹市」幸せづくりのために自分に何ができるだろうか。 

まちづくり参画プロジェクト 

 

 

 

中学３年生 

伝われ！竹中の伝統！ 

本質的な問い 
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人になるためにはどうしたらよいだろう。 

単元を貫く問い 
大竹中の伝統に対する思いをよりよく伝えるために，私たちにできることは何だろう。 

～大竹中の伝統を伝えよう～ 

 

 

 

授業の実際



 

中学１年生 

大竹っていいよね～！ 

本質的な問い 
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人になるためにはどうしたらよいだろう。 

単元を貫く問い 
大竹市を“通り道”と言わせないためにできることは何だろう。 

～もう“通り道”なんて言わせない！～ 

 

中学２年生 

「幸せあふれる大竹市」 

本質的な問い 
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人になるためにはどうしたらよいだろう。 

単元を貫く問い 
「幸せあふれる大竹市」幸せづくりのために自分に何ができるだろうか。 

まちづくり参画プロジェクト 

 

 

 

中学３年生 

伝われ！竹中の伝統！ 

本質的な問い 
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人になるためにはどうしたらよいだろう。 

単元を貫く問い 
大竹中の伝統に対する思いをよりよく伝えるために，私たちにできることは何だろう。 

～大竹中の伝統を伝えよう～ 

 

 

 

授業の実際



４．成果と課題



児童
学校評価アンケート

生活科・総合的な
学習の時間について

全学年平均
90％

全学年平均
88％

成果

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題



「総合的な学習の時間について…」 肯定的評価

質問項目 R３ R5

テーマとの出会いを工夫した 75 96

学習内容の工夫をした 70 100

生徒の「主体的」「協働的」な活動を引き出した 95 96

探究的な学習となる取組を行うことができた 91 91 

実生活・実社会の課題を解決する学習を展開した 74 92

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題 小学校教職員
アンケートより



「総合的な学習の時間について…」肯定的評価

質問項目 R3 R5

学習のリフレクションを適切な時に行った 74 88

リフレクションを次に生かすことができた 52 92

思考ツールを活用した 71 70 

ルーブリック評価を活用した 66 92

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題 小学校教職員
アンケートより



児童
学校評価アンケート

育てたい
資質・能力

R4 90％
R5 90％

R4 88％
R5 91％

R4 87％
R5 87％

成果

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題



「ファシリテート」に
ついて
生活・総合の時間

R5① 78％
R5② 83％

R5① 65％
R5② 79％

R5① 71％
R5② 75％

課題

小学校
教職員アンケート

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題



Q１ 大竹市のよい所や課題に気付くことができた。

「総合的な学習の時間を通して…」

Q２ 自分の考えを深めることができた。

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題

よくあてはまる

62%

ややあてはまる

25%

あまりあて

はまらない

8%

まったくあてはまらない

5%

肯定的回答 8７％

よくあてはまる

62%

ややあてはまる

24%

あまりあてはまらない

8%

まったくあてはまらない

6%

肯定的回答 ８６％

生徒アンケート



Q４ 自分が誰かの役に立っていると
感じることができた。Q３ 他の人の考えから学ぶことがあった。

「総合的な学習の時間を通して…」

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題

よくあてはまる

60%

ややあては

まる

23％

あまりあてはまらない

7%

まったくあてはまらない

6%

肯定的回答 ８３％

よくあてはまる

42%

ややあてはまる

26%

あまりあてはまらない

17%

まったくあてはまらない

15%

肯定的回答 ６８％

生徒アンケート



「総合的な学習の時間について…」 肯定的評価

質問項目 R4 R5

テーマとの出会いを工夫した 100 100

学習内容の工夫をした 100 100 

生徒の「主体的」「協働的」な活動を引き出した 100 90

探究的な学習となる取組を行うことができた 92 100

実生活・実社会の課題を解決する学習を展開した 85 80

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題 中学校教職員
アンケートより



「総合的な学習の時間について…」肯定的評価

質問項目 R4 R5

学習のリフレクションを適切な時に行った 70 100

リフレクションを次に生かすことができた 70 100

思考ツールを活用した 62 50

ルーブリック評価を活用した 31 50

１.研究の概要 ２.取組内容 ３.授業の実際 ４.成果と課題 中学校教職員
アンケートより



《 今後に向けて 》

• 今後も小中の教職員で共通認識のもと，９年間を見通した探究的
な学習の単元開発を進めていく。

• 生活科や総合的な学習の時間の学びが，他教科や生活場面でも
活用できるまでに高めていく。

• 今後も教師のファシリテート力を磨き，学習の主体が児童・生徒とな
るような活動を目指して取組を継続していく。



大竹市立大竹小学校


